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京都大学結核研究所職鼻及準職鼻

所 長 教 授 長 石 忠 三

協議具 教 授 堀 井 五 十 雄

〝 教 授 浅 山 亮 二

〝 教 授 荒 木 千 里

〝 教 授 植 田 三 郎

〝 教 授 前 川 孫 二 郎

〝 教 授 美 濃 口 玄

〝 教 授 稲 田 務

〝 教 授 福 田 正

〝 教 授 掛 見 喜 一一･郎

〝 教 授 永 井 秀 夫

N 教 授 内 藤 益 --

〝 教 授 村 上 仁

〝 教 授 稲 本 晃

〝 教 授 三 宅 儀

〝 教 授 辻 周 介

p 教 授 脇 坂 行 一

一一1---

(京都大学結核研究所外科学)

(京都大学医学部良,解剖学教室)

(京都大学医学部附属病院長,眼科学教室)

(京都大学医学部外科学教室第 1講座)

(京都大学結核研究所細菌血清学)

(京都大学医学部内科学教室第3講座)

(京都大学医学部口腔外科学教室)

(京都大学医学部泌尿器科学教室)

(京都大学医学部放射線医学教室)

(京都大学医学部附属病院薬剤部長,薬学部薬学科教室)

(京都大学医学部小児科学教室)

(京都大学結核研究所内科学第 1)

(京都大学医学部精神科学教室)

(京都大学医学部麻酔学教室)

(京都大学医学部内科学教室第2講座)

(京都大学結核研究所内科学第2)

(京都大学医学部内科学教室第 1講座)

〝 教 授 高 松 英 雄 (京都大学結核研究所病理学)

〝 教 授 西 村 敏 雄 (京都大学医学部婦人科学教室)

〝 教 授 大

〝 教 授 木

〝 教 授 伊

〝 教 授 岡

〝 教 授 森

藤 重 夫 (京都大学医学部皮膚病学徴毒学教室)

村 忠 司 (京都大学医学部外科学教室第2講座)

藤 鉄 夫 (京都大学医学部整形外科学教室)

本 耕 造 (京都大学医学部病理学教室第2講座)

木 正 妃 (京都大学医学部耳鼻咽喉科学教室)

(内科学第1)

主任 教授 :内藤益一･,助教授 :前川暢夫,講師(非常数):大井 豊,助手 :吉田敏郎 ･津久間

俊次,副手 :中西通泰 ･松島留蔵 ･川合満 ･活水 明 ･井本伍平 ･東向一郎 ･小沢晃 ･蒲田延子

･池田宣昭 ･雑賀宣二郎 ･柴田朝緒 ･田中健一 ･久世文事,大学院 :岩井嘉一一･大日l令子,研究

冒:吉原宣方 :中井 準
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(小児科)

主任 教授(兼):内藤益-,助教授 :小林 裕,助手 :金村泰輔,副手 :福井斉 ･立石恭子

(内科学第2)

主任 教授 :辻 周介,助教授 :安平公夫,客員講師 JamesP.Satterwhite,講師(非常勤):

西岡浮,助手 :小原幸信 ･藤田 豊,副手 :小松幹雄 ･上田千里 ･市田新路 ･田中久勝 ･浜本武

夫 ･福間謙助 ･永野琴子,研究員 :泉 孝英,大学院 :野村繁雄

(病態生理学)

主任 教授(兼):辻 周介,助教授 :大島駿作,講師(非常数):渡辺熱 ･並河 靖 ･日置辰一朗,

助手 :岡田長保,副手 :熊代朗子 ･浅田高明 ･小林辰雄 ･儀間義威 ･中島道郎,技官 :木津 啓

(外科学)

主任 教授 :長石忠三,助教授 :寺松 孝,講師 :佐川弥之助,講師(非常数):長沢直幸 ･日下

芳郎 ･小林君美 ･中村健 ･山本利雄 ･大橋啓吾 ･(栄)渡辺 配 助手 ‥岡田慶夫,副手 :山崎鼻

･木下修二郎 ･大道重夫 ･立石昭三 ･久野健忘 ･永井 彰 ･岩田 明 ･土肥佳郎 ･田中歳郎 ･池

田貞雄 ･船津武志 ･人見滋樹 ･山本博昭 ･伊東政敏 ･甲斐隆義 ･北野司久 ･浅井信明 ･菅原精博

･宮本信昭 ･山本四郎 ･小野孝 ･安田俊吉 ･石井昌生 ･井上律子,研修員 ‥金 泰希 ･紺谷日由

雄 ･浜崎喜動 ･鄭蔑松 ･A･R･フェルランド,研究員 ･.金 在河,大学院 ･.加藤康夫 ･源河童一

郎 ･田蔚英次 ･伊藤元彦 ･安田隆三郎,技官 :愛場 要,吉田真澄

(病理学)

主任 教授 :高松英雄,講師 :水谷 昭,講師(非常数):峰下鉄雄,助手 :大川欣一,副手 :進

藤備呂 ･富永敏郎 ･北村 彬 ･溝口喜久男 ･竹沢正和 ･永井隆男 ･岡田 彰 ･伊藤 満 ･池谷淳

一 ･熊沢 清 ･池田 嵩 ･稲本康彦 ･竹沢紀美子,研修員 :佐々木 元 ･小森昭宏,研究員 :引

間啓頚右,技官 :大槻 芙

(細昔血清学)

主任 教授 :植田三郎,助教授 :上坂一郎,助手 :白石正雄 ･大岩弘治,副手 :伊藤義昭 ･土井

和雄 ･大平 実,研修員 :小林 博,技官 ･山岸悦子 ･山田檀-

(併 任)

教授 永井 秀夫 (京都大学医学部小児科学教室)

教授 福田 正 (京都大学医学部放射線医学教室)

教授 西尾 雅七 (京都大学医学部公衆衛生学教室)

(事務部)

事務長 :千種顕誠,庶務掛長 :牧 義彦,同主任 :木村斐夫,同事務官 :近藤英子 ･小林和雄 ･

堀田長恵,経理掛長 :蔭山寅-,同主任 :松本 正,同事務官 :上地稔子,収入掛長 :北川治康,

同主任 :中村睦太郎,同事務官 :前田久男 ･中嶋婦ミ･白井キヌ ･野田芳子 ･村上登美枝 ･岡野

福子 ･佐竹セツ,患者掛長 :鈴庄清二,同事務官 :室恵美子

(附属病院)

病院長 :教授 :内藤益-

(診療都)

薬剤主任 :小野木賢治,同事務官 :宇野初枝,同技官 :壷且浩子 ･八木充子,レントゲン室主任 :

浜川純一,同技官 :蔵岡信艮 ･大坂泰夫 ･曽我部康之,同事務官 :野元頼子,総看護婦長 :細川

ミツヱ,看護婦長 :安井八重子 ･中根文子,主任看護婦 :信重安子 ･大前久野,同技官 :古府静

枝 ･岩永千代子 ･高市政子 ･北村 トミ子 ･安部克己･近藤信子 ･山崎保子 ･田中松代子 ･松田比

佐子 ･谷村明子 ･松本敏枝 ･小林とよ ･小林梅野 ･藤井千鶴子 ･竹崎浄子 ･植垣比沙子 ･法性イ

ヨ･松宮なを子 ･山田さだ子 ･松田富子 ･明石和子
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しこ学 会 発 表｣

1) 内藤益一,前川暢夫,吉田敏郎,津久間俊次,大井公雄,中西通泰,川合満,中井準,池閏責昭,吉

原買方,久世文章,田中健一,小沢 晃,蒲田延子,岩井嘉-,柴田朝緒 :肺結核化学療法における

初回治療と再治療との強化,第39回｢1本結核病学会総会 (39.4.5)

2) 内藤益-,津久間俊次,池田宣昭 :結核菌に対するINHの制菌効果および殺菌効果と,INH耐性上

昇との関係についての試験管内検討,同上 (同上)

3) 前川暢夫 :既治療肺結核の化学療法,同上シンポジウム特別発言 (同上)

4) 内藤益-,前川暢夫,津久間俊次,川合満, 中井 準,久世文事,小沢 晃 :1314Thの基礎的研究

補遺,第12回日本化学療法学会総会 (39.6.12)

5) 内藤益一,津久間俊次,岩井嘉一,柴田朝緒 :2,2′-(Ethylendiimino-)-dトトbutanol(Ethamb-

utol)の抗結核作用について,同上 (同上)

6) 内藤益-,中井 準 :耐性結核菌感染患者の治療,第4回日本胸部疾患学会総会ラウンドテーブルコ

ンプァランス (39.9.13)

7) NobuoMaekawa,Masukazu Naito:Intensified regimenofchemotheraphyinoriginal

treatmentofpulmonarytuberculosis,ⅤⅠⅠICongresolnternacionaldeEnfermedadesdel

Torax(39,10,14)

8) MasllkazuNaito,NobuoMaekawa:Intensifiedchemotherapeuticregimensinretreatment

ofpulmonarytuberculosis,ⅤⅠⅠICongresolnternacionaldeEnfermedadesdelTorax(39,

10,14)

9) 内藤 益一,吉田敏郎,浬久間俊次,岩井嘉一 :高濃度血清･加液体培地に於ける結核菌発育と士出ulと

の関係について,第30回日本結核病学会近畿地方会 (39.12.5)

10) 中井 準 :耐性菌感染肺結核の頻度とその治療,同上,シンポジウム (39.12.5)

ll) 内藤益- :SM,PAS,INH無効肺結核の化学療法,京都大学結核研究所昭和39年度学術講演会 (40.

1.9)

12) 津久間俊次,中井準,他 :討議- ｢今日の問題--･深刻化しつつある耐性菌問題｣同上 (同上)

〔誌 上 発 表〕

1) 前川暢夫,津久間俊次,清水 明,川合 満, 中井 準,久世文章,小沢 晃 PAS-phenylester

類の抗結核作用知見補遺,京結紀要,12巻,2号 (39.3)

2) 久世文事 :Silicone-CoatedSlideCultureMetbod における接種薗量と諸種抗結核剤の結核菌発

育阻止最低濃度との関係について,同上 (同上)

3) 内藤益一,津久間俊次,池田宣昭,久世文事 :Silicone-CoatedSlideへの結核菌の附着に影響する

諸因子の検討補遺,同上 (同上)

4) 吉原買方 :現行結核菌耐性検査法に就いての吟味 (第3編),同上 (同上)

5) 内藤益一,老年者肺結核症の病型と治療,老年病,18巻,3号 (39.3)

6) 内藤益一,中井 準,伊藤 篤,他 :DL-2,2′-(Ethylen-ediimino)-di-1-butaol(Ebutol)cJj服に
対する副作用の発生例について,円木胸部臨床,23巻,7号 (39.7)

7) 前川暢夫,小沢 晃,他 :慢性肺結核症に対する AnabolicSteroid(HMD,Anadrol)の試用経

験,臨床と研究,41巻,7号 (39.7)
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8) 内藤益一一:結核菌耐性と新 しい結核剤の使い方,日本臨床,22巻,8号 (39.8)

9) ShunjiTsukuma,Kaichilwai,etal:TuberculostaticActivitiesofChemotherapeuticAge-

ntsEvaluatedbyaMedium-Replacing CultureMethod,ActaTuberc.丁ap.,Vol.14,No.1

(1964,9)

10) 津久間俊次,川合 満,清水 明,吉原宣方,田中健一 :結核化学療法剤の探求 (第13報)p-Amin-

osalicyloylhydrazon 系誘導体の試験管内結核菌発育阻止作用について,京結紀要,13巻, 1号

(39.9)

ll) 田中健一 :オル トアミノフェノール ･メタンスルフォン酸ソーダ (SOM)の試験管内抗結核菌作用に

関する研究 (第 1福一第3編),同上 (同上)

12) 田中健一 :抗結核薬の殺菌作用に及ぼす作用環境の pH 並びに血清濃度の影響,同上 (同上)

13) 津久間俊次,田中健一,雑賀宣二郎 :オル トアミノフェノール ･メタンスルフォン酸ソーダ (SOM)

と他種抗結核剤との試験管内併用効果に関する研究,同上 (同上)

14) 久世文章 :結核化学療法剤としてのオル トアミノフェノール ･メタンスルフォン酸ソーダ (SOM)に

関する生体実験 (第 1編一第 5編),同上 (同上)

15) 内藤益- :老年者と感染症- 老年者と肺結核症,日本老年医学会雑誌, 1巻,2号 (39.10)

16) 内藤益-,津久間俊次,他 :結核菌に対する化学療法剤の研究 (第16報)phenyltbiourea誘導体の

合成並びに抗菌作用,薬楽雑誌,84巻,10号 (39.10)

17) 内藤益一,清水 明,川合 満,中井 準,池田宣昭,吉原宣方,久世文事,田中健一,小沢晃,蒲

田延子,岩井嘉一,田隅朝緒,雑賀宣二郎,太田令子 :肺結核初回化学療法の強化,日本胸部臨床,

23巻,11号 (39.ll)

18) 内藤益- :臨床薬理学大系 (XV,化学療法薬,3,抗結核薬),中山書店 (39.ll)

19) 前川暢夫,川合満,中井 準,小沢 晃 :慢性肺結核患者に対する AnabolicSteroid(Oranabol,

HMT)投与の経験,日本胸部臨床24巻,3号 (40.3)

小 児 科 (主任 教授 内藤益-)

〔学会発表並びに講演〕

1) 福田 潤 :小児蛋白尿について,第12回京都市学校保健学会 (39.2.25)

2) 小林裕 :精製ツベルクリンについて,第12回京都市学校保健学会 (39.2.25)

3) 小林 裕,福田 潤,立石恭子,三河春樹,赤石強司,横山達郎 :小児における PPD-Sの使用成績,

第39回日本結核病学会総会 (39.4.5)

4) 立石恭子,福田潤,小林 裕 :新生児,乳幼児に対するBCG経口投与成績,第39回日本結核病学会

総会 (39.4.5)

5) 小林裕,福田潤,立石恭子 :BCG ワクチンの経口接種に関する研究 (第1報), 日本小児科学会第

67回総会 (39.6.20)

6) 永井秀夫,福田潤,小林 裕 :Fucidinの試験管内抗菌力と他抗生剤との併用効果一第1報-,日本

抗生物質学術協議会関西支部研究会 (39.7.18)

7 )永井秀夫,福田 潤,小林 裕 :新 Sulfa剤 Sulfa-dimethyloxazoleの試験管内抗菌力とそれに

及ぼす諸因子の影響,日本抗生物質学術協議会関西支部研究会 (39.7.18)

8) 小林 裕 :BCG ワクチンの経口接種について,京都大学結核研究所昭和39年度講演会 (40.1.9)

〔雑 誌 発 表〕

1) 小林裕他 :本邦における非定型抗酸菌感染の疫学的研究一昭和37年度研究成績-,日本医事新報,

2074号,13,昭39.1

2) 福田 潤 :皮膚筋炎の1例,小児科紀要,10(1),22,1964

3) 福田 潤 :小児腎孟腎炎に関する研究算 1編小児尿路感染症の補助的診断法としての尿中菌数に関す

る検討,小児科紀要,10(2),14,1964
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内 科 学 第 2 (主任 教授 辻 周 介)

〔学会発表並びに講演〕

1. 辻用介,大島駿作,藤田豊. 中島遺郎 :結核に対する生体の防衛力に閑する研究 (続報),休液性抗

菌因子について,第39回日本結核病学会総会 (39.4.5)

2. 安平公夫,永野琴子 :RuntingSyndromeの成因に関する考察,第53回日本病理学会総会 (39.5.4)

3. 辻周 介,大島駿作,泉孝 英 :ツベルクリンアレルギーの受身伝達実験 (血清中の伝達因子と抑制

因子について),第12回結核化学研究グループ総会 (39.5.12)

4. 辻 周介,泉 孝英 :急速に呼吸困難を来した1例 (シンポジアム(Ⅱ),肺結核とそれと誤診し易す

い肺疾患との鑑別診断),第29回日本結核病学会近畿地方会 (39.6.6)

5. 藤田豊,小原幸信 :全肺野に撒布のみられた転移性肺癌の1例 (同上),同上 (39.6.6)

6. E]置辰一郎,小原幸信,大城盛夫 :肺癌発見に先行してその末梢部に現れた肺野異常陰影例について

(同上),同上 (369.6)

7. 安平公夫,永野琴子 :肺癌発生に閑する実験的研究(2),Methylcholanthreneによるラッテ肺癌の

組織発生,第6回肺癌研究会関西支部会 (39.6.20)

8. 小原幸信,藤田 豊 :多発性小空洞を伴った転移性肺癌 (胆嚢原発)の一例,同上 (39.6.20)

9. 安平公夫 :癌と結核- その免疫学的背景の関連,第 16回国立大学附置研究所結核談話会 (39.9.10)

10. 辻周 介,大島駿作,泉 孝英 :ツベルクリンによるアナフィラキシーショック,第13回結核化学研

究グループ総会 (39.10.14)

ll. 辻 周介,大島駿作,泉孝英 :ツベルクリン感受性伝達因子に関する研究 (動物におけるツベルクリ

ン･アレルギーの TransferFactorの証明),第14回日本アレルギー学会総会 (39.ll.20)

12. 辻 周介 :癌と結核の関係,京都結核医学 (39.ll.25)

13. 安平公夫,宗実琴子 :肺癌に前駆する気管支粘膜上皮の后平上皮化生,第30回日本結核病学会近畿地

方会 (39.12.5)

14. 宗実琴子,安平公夫 :結核菌感染による発癌の抑制,同上 (39.12.5)

15. 辻 周介,野村繁雄,岡田長保 :診断困難であった肺ジス トマ症の一例,同上 (39･12･5)

16. 安平公夫 :肺における后平上皮癌の実験的発生,京都大学結核研究所昭和39年度学術講演会 (40.1.9)

17. 辻 周介 :非結核性肺疾患の診断,京都結核管理研究会第7回研究集会 (40.1.20)

18. 安平公夫 :胸腺の生理と病理,第101回結核研究所綜合談話会 (40･2･18)

19. 安平公夫,宗実琴子 :肺癌の発生に関する実験的研究 (3)Freundのadjuvantを付した20-meth1-

cholanthreneの気管内注入によるラッテ肺癌の発生,第7回肺癌研究会関西支部会講演 (40･1･30)

20. 安平公夫 :20-Methylcholanthreneの気管支注入による肺癌の実験的形成,アメリカ胸部医師学会

口本支部会,招待講演, (40.3.21)

〔雑 誌 発 表〕

1. 大城盛夫 :遅延型皮膚アレルギー感受性の受身伝達に関する研究, (1)各種遅延型皮膚反応の比較,

(2)澱粉カラムを使用した血清電気泳動分画による遅延型皮層感受性の受身移行の企て,(3)Alveolar

Macrophage抽出液の電気泳動分画によるツベルクリン感受性の受身移行の試み,京結紀要, 12:

165,176,182,1963

2.Yasubira,K.:DamagetotheThymusandOtherLymphoidTissuesform 3-Methylchol･

anthrene,andSul⊃sequentThymomaProduction,inMice,CancerResearch,24:558,1964

3. 泉 孝英 :ツベルクリン感受性伝達因子に関する研究 第 1篇 Myrvikの AlveolarMacropbages

に関する免疫学的検討,アレルギー,13:524,1964

4. 泉 孝英 :ツベルクリン感受性伝達因子に関する研究 第2篇 ウサギの AlveolarMacropbages

及び細胞画分並びに血清画分による ｢ツベルクリン｣感受性の受身伝達,アレルギー,13:583,1964
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5. 笹瀬博次,清瀬嘉治,山本辰芳,安平公夫,永野琴子,瀬戸正夫,下内啓万 :塩干イワシによる食中

毒,医療,18:778,1964

6. 永野琴子 :発癌と制癌に及ぼす結核の影響に関する実験的研究,(1)ラットにおける吉田肉腫の皮下移

植に及ぼす結核感作の影響,(2)ラットにおける皮下腰湯発生に及ぼす結核感作の影響,(3)ラットにお

ける肺腫蕩発生に及ぼす結核感作の影響,京結紀要,13:99,109,119,1964

7. Tsuji,S.,Oshima,S.,Oshiro,M.,& Izumi,T.:StudiesonthettTransferFactor"of

TuberculinHypersensitivityinAnimals.I.ObservationofSuccessfulPassiveTransfer

ofTuberculinHypersensitivitywithFractionofeitherDisruptedAlveolarMacrophages

orSerum ofSensitizedandChallengedRabbits,J.Immuno1.,93:838,1964

病 態 生 理 学 (主任 教授 辻 周 介)

〔学 会 発 表〕

1) 辻 周介,大島駿作,藤田 豊, 中島道郎 :結核に対する生体の防衛力に関する研究 (続報),体液

性抗菌因子について,

第39回日本結核病学会総会 (39.4)

2) 辻 周介,大島駿作,泉孝英 :ツベルクリンアレルギーの受身伝達実験 (血清中の伝達因子と抑制因

子について),第12回結核化学研究グループ総会 (39.5)

3) NagayasuOkada,LeonT.Rosenberg:T2PhageNeutralizingactivityofmouseserum,

The64thAnnualMeetingofAmericanSocietyforMicrobiology(39.5)

4) 辻 周介,泉 孝英 :急速に呼吸困難を来 した一例,第29回日本結核病学会近畿地方会 (39.6)

5) 日置辰一郎,小原幸信,大城盛夫 :肺癌発見に先行してその末梢部に現れた肺野異常陰影例について,

第29回日本結核病学会近畿地方会 (39.6)

6) 大島駿作 :AlveolarMacrophageおよび血清によるツベルクリンアレルギ ーの受身伝達実験につい

て,第4回日本胸部疾患学会総会 (39.9)

7) 辻 周介,大島駿作,泉 孝英 :ツベルクリンによるアナフィラキシーショック,第13回結核化学研

究グループ総会 (39.10)

8) 辻 周介,大島駿作,泉 孝英 :ツベルクリン感受性伝達因子に関する研究 (動物におけるツベルク

リンアレルギーの TransferFactorの証明),第14回 日本アレルギー学会総会 (39.ll)

9) 辻 周介 :癌と結核の関係,京都結核医学講演 (39.ll)

10) 辻 周介,野村繁雄,岡田長保 :診断困難であった肺ジストマ症の一例,第30回日本結核病学会近畿

地方会 (39.12)

ll) 岡田長保 :補体-成分の化学的精製 (遺伝的補体欠除マウスを指標として)同上シムポジウム

12) 大島駿作 :健康人尿中の抗結核菌性因子について,京大結核研究所昭和39年度学術講演会 (40.1)

13) 辻 周介 :非結核性肺疾患の診断,結核管理研究会 (40.1)

〔雑 誌 発 表〕

1) ShusukeTsuji:Mechanism ofTuberculosisImmunitywithSpecialReferencetoCellular

Factors,ActaTuberc.丁ap.,13;41,1964

2) SbusukeTsuji,S壬lunSakuOshima,MorioOshiro,Takaterulzumi:Studiesonthetttransfer

factor"oftuberculinhypersensitivityinanimals.

1. Observationofsuccessfulpassivetransferoftuberculinhypersensitivitywithfrac-

tionsofeitherdisruptedalveolarmacrophagesorserumofsensitizedandchallenged

rabbit,J.Immuno1.,93,838,1964
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3) 中島道郎 :結核菌感染に対する家兎 AlveolarMacrophageの抵抗性に関する組織培養的研究,京

大粘研紀要,12巻,2号,143,(昭39.3)

4) 泉 孝英 :ツベルクリンの感受性伝達因子に関する研究,第1編 Myrvikの AlveolarMacroph-

agesに関する免疫学的検討,アレルギー,13巻,7号 (昭39.7)

5) 最 孝英 :ツベルクリン感受性伝達因子に楓する研究,第2編 ウサギの AlveolarMacrophages

及びその細胞画分並びに血清画分による ｢ツベルクリン｣感受性の受身伝達,アレルギー,13巻,9

号 (昭39.9)

外 科 学 (主任 教授 長石 忠三)

〔学 会 発 表〕

〔特別講演,シンポジウム他〕

1) ChuzoNagaishi,YanosukeSagawaandTakashiYokoyama:TheChangesinPulmonary

Lymph-FlowunderVariousConditions,Symposium:LymphCirculationatAPCC,(May

13,1964)

2) 長石忠三 :空洞直達療法,台湾医学会特別講演 (昭39.5)

3) 浜崎音別,宮本信昭 :肺結核に続発した肺アスペルギールス症について,第29回日本結核病学会近畿

地方会シンポジウム (昭39.6.6)

4) 田中歳郎,佐川弥之助,久野健忘,山本四郎,鄭茂松 :肺気腫合併肺結核における肺循環動態 第4

回円本胸部疾患学会総会ラウンドテーブルカンフ丁ランス (昭39.9.12)

5) ChuzoNagaishi:TheLocalSurgicalTreatmentofPulmonary Tuberculosis,Special

LectureatDepartmentofSurgery,StanfordUniversity,U.S.A.(Sept.28,1964)

6) ChuzoNagishi:PulmonaryEmpllySemaaccompaniedbyPulmonaryTuberculosis,Special

LectureattheCardiovascularResearcllInstitute,UniversityofCaliforniaSamFrancisco

MedicalCenter,U.S.A.(Sept.29,1964)

7) ChuzoNagaishi:IntracavitarylnsufflationofChemotherapeuticAgentsbyusingMetras

Catheter viaTraclleO-bronchialRoute,SpecialLectureatDepartmentofMedicine,

UniversityofCaliforniaSamFranciscsMedicalCenter,U.S.A.(Sept.30,1964)

8) ChuzoNagaishi:LymphatogenousMetastasisofLungCancer,SpecialLectureatthe

ChestClinic,UniversityofCaliforniaServiceSam FranciscoGeneralHospital,U.S.A.

(Oct.1,1964)

9) ChuzoNagaishi:ElectronmicroscopyofLungCancer同上 (Oct.1,1964)

10) ChuzoNagaisbi:InternationalCommiteeonLungCancer(VicePresidentとして)Mexico

City(Oct.10,1964)

ll) 佐川弥之助 :肺気腫を合併 した肺結核,第17回日本胸部外科学会総会シンポジウム :肺結核外科 (昭

39.10.29)

12) 長石忠三 :肺機能 (滝島 :換気,金上 :拡散,藤本 :血流)第17回日本胸部外科学会総会招待講演司

会 (昭39.10.29)

13) 長石忠三,寺松孝 :空洞切開術の遠隔成績,第17回日本胸部外科学会総会パネル ｢胸部外科手術の遠

隔成績｣ (昭39.10.30)

14) 長石忠三 :肺癌の術前照射,肺癌研究会総会シンポジウム (昭39.ll.7)

15) 長石忠三,岡田慶夫 :肺癌のリンパ行性転移に関する2,3の問題,第2回日本癌治療学会特別講演

(昭39.ll.19)

16) 長石忠三 ::ACCP 日本支部講演会主催 (昭40.2.27)

⊂一般講演〕
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1) 久野健志, 長石忠三,佐川弥之助 :肺気腫合併肺結核の心肺動態(I),第8回肺気腫研究会 (昭39･

1.26)

2) ChuzoNagaishi,YoshioOkada:PulmonaryLymph-Flow andAbsorptionofSubstances

from theBroncho-alveolarWall,Asian-PacificCongressonCardiology(1964,10-14)

3) 寺松孝 :肺結核刺激療法についての組織化学的並びに生化学的検討 (第 1報)ヒスタミンを中心とし

て,第12回結核化学研究グループ総会 (昭39.5.12)

4) 岡田慶夫,大道重夫,池田貞雄,北野司久,源河童一郎他 ;肺原発巣と脳転移巣とを共に削除した肺

癌の症例,第6回肺癌研究会関西地方会 (昭39･6･21)

5) 池田貞雄,岡田慶夫,伊藤元彦,紺谷日出雄 :肺癌の免疫血清学的診断法の試み,同上 (昭39.6.21)

6) 源河童一郎 :IntralobarSequestrationの1例,第26回京都外科集談会 (昭39.6.21)

7) 源河圭一郎,岡田慶夫,大道重夫,池田貞雄,北野司久,金在河,山本博昭他 :所謂中葉症候群に関

する2,3の問題,第7回胸部外科学会関西地方会 (昭39.6.26)

8) 岡田慶夫,大道重夫,池田貞雄,北野司久,源河童一郎, 田曹英次他 :肺癌に対する 60Coの術前頗

射,同上 (昭39.6.26)

9) 田中歳郎,佐川弥之助,久野健志,山本四郎 :肺気腫合併肺結核症における心肺動態について,同上

(昭39.6.26)

10) 加藤康夫,寺松孝,人見滋樹,石井呂生,山崎昇 :肺手術後における血清電解質の動態,同上 (昭39.

6.26)

ll) 久野健志,長石忠三,佐川弥之助 :肺気腫合併肺結核の心肺動態 (Ⅱ),第9回肺気腫研究会 (昭39.

7.19)

12) 今井重昭,岡田慶夫他 :肺癌と誤られた腎癌め症例,第 1回日本放射線学会 (昭39.9.5)

13) 田中歳郎,佐川弥之助,久野健忘,山本四郎,鄭茂松 :肺気腫合併肺結核症における心肺動態につい

て,第4回日本胸部疾患学会総会 (昭39.9.12)

14) 加藤康夫,岩田明,山崎昇,田中歳郎,人見滋樹 :肺結核外科における蛋白同化ホルモンの使用経験,

同上 (昭39.9.12)

15) 宮本信昭,船津武志,伊東政敏,田中歳郎 :肺結核に続発した肺アスペルギールス症について,同上

(昭39.9.13)

16) TakashiTeramatsu:CombinedTreatmentofPulmonaryTuberculosiswith Irritation

TherapyandChemotherapy,ViⅠICongresolnternacionaldeEnfermedadesdelTorax,

Mexico(Oct.1,1964)

17) ChuzoNagaishi,TakashiTeramatsu:CombinedLocalTreatmentofPulmonaryTuber-

culollSCavitywithCavernostomyandInterception ofBronchus,同上 ,Mexico(Oct.14,

1964),

18) 佐川弥之助 :肺結核′の外科的療法における最近の趨勢,大津市医師会講演会 (昭39･10･14)

19) 浅井信昭他 :肺結核に対する肺全削除術10カ年以上を経過した症例の心肺機能,第17回日本胸部外科

学会総会 (昭39.10･30)

20) 岡田慶夫,池田貞雄,北野司久,源河童一郎,伊藤元彦,細谷日出雄 :肺癌の免疫血清学的診断法の

試み,同上 (昭39.10.29)

21) 土肥佳郎他 :縦隔鏡検査法9例の検討,同上 (昭39･10.30)

22) 加藤康夫他 :肺結核に対する気管支遮断術の経験 (第3報)気管支遮断術と空洞切開術との複合術式

不成功例の検討,同上 (昭39.10.30)

23) 岡田慶夫,池田貞雄,北野司久,源河童一郎,伊藤元彦,紺谷日出堆 :肺癌の免疫学的診断の試み,

第23回日本癌学会 (昭39.ll.9)

24) 佐川弥之助 :肺気腫合併肺結核-その心肺機能を中心として,第57回台湾医学会総会 (昭39.ll.12)

25) 岡田慶夫,源河童一郎,池田貞雄,北野司久,伊藤元彦,紳谷日出雄, 田酉英次他 :肺掛 こ対する
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60Co術前照射の経験,第2回日本癌治療学会総会 (昭39.ll.20)

26) 田中歳郎,佐川弥之助他 :低酸素負荷時における肺内血液量,第18回 l二1本循環器学会近畿地方会 (昭

39.ll.28)

27) 佐川弥之助 :慢性肺機能不全の対策,短波放送講演 (昭39.ll.28)

28) 長石忠三,岡田慶夫 :肺癌の リンパ行性転移に関する2,3の問題,昭和39年度京大結研学術講演会

(昭40.1.9)

検討,第7回肺癌研究会関西支部会 (昭40.1.30)

法の経験,第7回肺癌研究会関西支部会 (昭40.1.30)

〔映 画〕

長石忠三,長沢直幸他 :M6traのカシーターによる気管支内薬剤注入療法, 第4B]日本胸部疾患学会総

会 (昭39.9.12),穿17回円本胸部外科学会総会 (昭39.10.30),第2回日本癌治療学会総会 (昭39･11･19),

InternationalCongressonDiseasesoftheChest(Mexico,Oct.,1964)

〔著 書〕

ChuzoNagaishi:KlinikderLungenkrankheiten(Knippingu.Rink編集)分担執筆 (Stuttgart,

Deutschland1964)

〔誌 上 発 表〕

1) 長石忠三,小林君美,外村聖-,矢崎次郎 :肺血管造影による各種肺疾患の診断,胸部疾患,8巻,

1号 (昭39.1)

2) 寺松孝,田中歳郎,池田貞雄,加藤康夫,土肥佳郎 :肺結核外科的療法の術後におけろ蛋･白合成ホル

モンアナ ドロールの使用経験,口本胸部臨床,23巻, 2号 (昭39.2)

3) 中村健 :赤血球酸素解離速度の測定法,呼吸と循環,12巻,5号 (昭39.5)

4) 長石忠三,岡田慶夫,大道重夫,池田貞雄,北野司久,源河圭一郎,金在河 :人の肺癌の電子顕微鏡

的観察,胸部疾患,8巻,6号 (昭39.6)

5) 長石忠三,佐川弥之助,久野健忘,田中歳郎 :肺結核と肺気腫,肺疾患研究の進歩36号 (昭39.7.1)

6) 長石忠三 ::DieMediastinoskopieの紹介,耳鼻咽喉科臨床57巻,8号 (昭39.8.1)

7) 常盤太助 :肺結核に対するツベルクリン刺激療法と化学療法との併用効果について,京大結研紀要,

13巻, 1号 (昭39.9)

8) 佐川弥之助 :生体臓器の急速冷凍法とこれを応用 した迷走神経肺水腫の研究,胸部疾患,8巻,9号

(昭39.9)

9) ChuzoNagaishi,YoshioOkadaandShigetoshilshiko:Azeg6sz6ges6sbetegtiid6elektr-

onmikr6posk6pe,T11berku16zisdsT臼.d6begs6gek40-46,Hungary,(1964)

10) ChuzoNagaishi,YoshioOkada,ShigetoshiIshikoand ShigeoDaido:Electron Micro-

ScopicObservationofPulmonaryAlveoli,Exper.Med.andSurg.,22(1):81-117(U.S.A.)

ll) ChuzoNagaishi,YoshiOkada,ShigetoshilshikoandShigeoDaido:ElectronMicroscopic

ObservationoftheHumanLungCancer,Exper.Med.and Surg.,(U.S.A.) (inpress)

12) 常盤太助 :肺結核に対するツベルクリン刺激療法と化学療法との併用効果について,京大結研紀要13

巻, 1号 (昭39.9)

13) KenshiKuno:ClinicalStudyonthePulmonaryEmphysemaAccompaniedbyPulmonary

Tuberculosis,ActaTllberc.丁ap.,Vol.14,No.1(Sep.1964)

14) 佐川弥之助 :肺気腫合併肺結核-その心肺機能を中心として,呼吸と循環,13巻,1号 (昭40.1)
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15) YoshioOkada,Shigetoshilshiko,Sadaolkeda,andMorihisaKitano:ComparativeMor-

phologyofLung,withSpecialReferencetoAlveolarEpithelialCell,ActaTuberc･Jap･,

Vol.14,No.2(March,1964)

16) 源河童一郎他 :所謂 IntralobarSequestrationの1例,胸部外科近刊号 (昭40)

17) 長石忠三 ･岡田慶夫他 :肺癌のリンパ行性転移に月ヨする二,三の問題,日本胸部臨床近刊号 (昭40)

18) 岡田慶夫他 :肺癌の60Co術前照射,円本胸部臨床近刊号 (昭40)

病 理 学 (主任 教授 高松英雄)

〔学 会 発 表〕

1) 高松英雄,溝口喜久男,伊藤満,竹沢正和,池谷淳一 :ズルファタ～ゼの新組織化学的証明手技,節

53回日本病理学会総会 (39.5.5)

2) 引間啓拓 :脱水素酵素の組織化学における非特異的反応の研究,第53回日本病理学会総会 (39.5.6)

3) 大川軟- :テ トラヒドロ葉酸脱水素酵素の組織化学的研究,第53回日本病理学会総会 (39･5･6)

4) 高松英雄,溝口喜久男,伊藤満,竹沢正和,池谷淳一 :ズルファタ～ゼの組織化学的証明に関する若

干の新原理,第5回組織化学会総会 (39.ll.2)

5) 高松英雄 :酵素組織化学の原理,第5回組織化学会総会 ･特別講演 (39.11･3)

6) 大川軟- :酸化酵素類の活性に及ぼす燐脂質 ･脂蛋白質及び補酵素Qの影響に関する組織化学的研究,

第5回組織化学会総会 (39.ll.2)

〔誌 上 発 表〕

1) 高松英雄,溝口喜久男,伊藤満,竹沢正和,池谷淳一 :ズルファタ-ゼの新組織化学的証明手技,1∃

病会誌第53巻総会号

2) 引間啓砧.脱水素酵素の組織化学における非特異的反応の研究,口癖会誌,第53巻,総会号.

3) 大川軟- :テ トラヒドロ葉酸脱水素酵素の組織化学的研究日病会誌,第53巻,総会号.

4) KeisukeHikima:HistochemicalStudiesonDehydrogenasesandDiaphoraseswithSpecial

ReferencetotheirSpecificityPart1.Nonspecificreductionsofterazoliumsaltsintissue

sections.ActaTuberc.Jap.Vol.13,No.2,1964.

5) KeisukeHikima:Histochemicalstudiesondebydrogenasesanddiaphoraseswithspecial

referencetotheirspecipicity.PartII.Improvementinthemethodforthehistochemical

Demonstrationofspecificoxidativeenzymes.ActaTuberc.丁ap.Vol.13,No.21964

6) Kin-ichiOhkawaandAkiraOkada:Histochemicalstudyoftetrahydrofolicdehydrogen-

aseactivity.ActaTuberc.Jap.γol.14,No.11964.

7) Kin-ichiOhkawaandKiyoshiKumazawa:Histochemicalstudyontheactwityofsorbitol

dehydrogenaseinratswithexperimentaldiabetesmellitus.ActaTuberc.Jap.Vol.14,

No.11964.

細 菌 血 清 学

〔学 会 発 表〕

1) 植田三郎 (1)病巣組織の塗株,染色標本中に見る瀬菌, 鼠顧菌の種々な形と, それらが形造る特徴

のある配列について･･････此種病原菌の本態に関する示唆 (2)体外に培養せられた鼠野菌の顕微鏡的

な特異な発育について,日仏生物学会 (39.3.27東京都)

2) 植田三郎 麻菌,鼠聴菌に関する二,三の知見と考察 蘇学会西部地方会 (39.ll.19高松市)

3) 白石正雄 免疫学,ことに結核免疫学における二,三の問題,昭和39年度結研学術講演会 (40.1.9)
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〔雑 誌 発 表〕

1) 植田三郎 麻菌,鼠噸菌に関する研究

(1)病巣組織の塗抹,染色標本中に見る願菌,鼠聴菌の種々な形と,それらが形造る特異な配列につ

いて--此種病原菌の本態に鏑する示唆 レプラ33巻 3号169貢,昭39

2) 植田三郎 癒菌,鼠額菌に関する研究

(2)温室内スライ ド上に培養せられた鼠簡歯の特異な顕微鏡的な発育について,レプラ33巻 3号175頁,

昭39

3) 上坂一郎 Thetoleranceofactinomycetestoacid,alkali,andmalachitegreenasanaid

totheirclassificationanditsapplicationtotheisolationofNocardiafrom sputa.Prelim-

inaryreport.ActaTuberc.Japon.14:1,1,1964

人 事 異 動

⊂内科学第 1コ

講師 (非常数)大井 豊 :任用を更新する (昭39.4.1)

副手 中西通泰 ･松島留蔵 ･川合 満 ･清水 明 ･井本伍平 ･東向一郎 ･小沢 晃 ･蒲EEl延子 ･池出宣昭

･雑賀宣一郎 :任用を更新する (昭39.4.1)

介補 柴田朝緒 :退職 (昭39.4.1)副手に採用 (昭39.4.1)

間中健一 ･久世文事 :副手に採用 (昭39.4.1)

教授 内藤益- :アメリカ合衆国,メキシコ国,チリ国,アルゼンチン国,ブラジル国,ポル トガル国,

スペイン国,及び中華民国-lltTl張 (昭39.10.1-昭39.ll.18)

助教授 前川暢夫 :アメリカ合衆国,メキシコ国,スペイン国, ドイツ連邦共和国及びタイ国へ山張 (昭

39.10.1-昭39.12.25)

〔小児科コ

副手 福井 斉 ･立石恭子 :任用を更新する (昭9.4.1)

助手 福田 潤 :辞職を承認する (昭39.6.30)

助手 寺村文男 :退職,石川県中央病院に赴任 (昭39.12.31)

金村泰輔 :助手に採用 (昭40.1.1)

〔内科学第 2〕

講師 (非常数)西岡 詩 :任用を吏新する (昭39.4.1)

副手 小松幹雄 ･上田千里 ･市田新路 ･日中久勝 ･浜本武夫 ･福間謙助 :任用を更新する (昭39･4･1)

助手 藤田 豊 :アメリカ合衆国-出張 (昭39.8.25-昭40.8.24)

永野琴子 :研修期間満了,副手に採用 (昭39.4.1)

〔病態生理学〕

講師 (非常数)渡辺 願 :任用を更新する (昭39.4.1)

講師 (非常数)並河 靖 ･日置辰一朗 :任用を更新する (昭39.4.1)

副手 熊代朗子 ･浅田高明 ･小林辰雄 ･儀問義威 ･中島遺郎 :任用を更新する (昭39.4.1)

⊂外科学〕

講師 (非常助) L]下芳郎 ･長沢直幸 :任期満了 (嶋39･3･31)再び採用 (昭39･4･1)

講師 (非常助)中村 健 :任用を更新する,吉田 界 ･小林君美 :講師 (非常助)に併任する (昭39.4.1)

山本利雄 :講師 (非常数)に採用 (昭39.4.1)

副手 山崎 昇 ･大道重夫 ･久野健忘 ･岩田明 ･土肥佳郎 ･田中歳郎 ･池田貞雄 ･伊東政敏 ･甲斐隆義 ･

北野司久 ･宮本信昭 ･山本四郎 ･小野孝 ･安田俊吉 :任用を更新する (昭39.4.1)
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永井 彰 ･菅原精博 :副手に採用 (昭39.4.1)

研修員 井上律子 :副手に採用 (昭398.1.)

講師 (非常数)吉田 界 :併任を解除する (昭39.7.31)

教授 長石忠三 :沖縄及び中華民国へ出張 (昭39.5.18-昭39.6.3)人見滋樹 ･立石昭三 ･浅井信明 ･山

本博昭 ･木下修二郎 ･船津武志 :副手に併任 (昭39.4.1)金 泰希 :研修許可 (昭39.6.20-昭40.6.

19)

研修員 紺谷日出堆 ･浜崎音別 :研修期間修了 (昭40.1.31)

A･R･フェルナンド:研修許可 (昭39.4.1-昭40.3.31)

鄭 茂松 :研修許可 (昭39.3.16-昭40.3.15)

教授 長石忠三 :アメリカ合衆国及びメキシコ国-出張 (昭39.9.25-昭39.10.19)

助教授 寺松孝 :アメリカ合衆国,メキシコ国,スペイン国, ドイツ連邦共和国,タイ国及び中華民国へ

出張 (昭39.10.1-昭40.2.17)

講師 佐川弥之助 :中華民国-出張 (昭39.ll.3-昭39.ll.17)

技術員 愛場 要 :文部技官に任官 (昭39.8.1)大橋啓吾 :講師 (非常数)に併任する (昭40.1.16)

⊂病理学⊃

講師 (非常数)峰下鉄雄 :任用を更新する (昭39.4.1)

副手 進藤備昌 ･富永敏郎 ･北村彬 ･溝口喜久男 ･竹沢正和 ･永井隆男 ･岡田彰 ･伊藤 満 ･池谷淳一 ･

熊沢 清 ･池田嵩 ･稲本康彦 :任用を更新する (昭39.4.1)

竹沢紀美子 :副手に採用 (昭39.4.1)

講師 水谷 昭 :アメリカ合衆国-出張,期間延長 (昭39.9.10-昭40.9.9)

佐々木 元 :研修許可 (昭39.6.1-昭40.5.31)

小林昭宏 :研修許可 (昭39.9.1-昭40.8.31)

⊂細首血清学コ

副手 伊藤義昭 ･大平実 ･土井和雄 :任用を更新する (昭39.4.1)

小林 博 :研修許可 (昭39.9.20-昭40.9.19)

⊂結核研究所コ

教授 長石忠三 :所長に就任 (昭39.10.20)

〔事務部〕

患者甜主任 中村彦次郎 :退職 (昭39.3.31)

事務員 佐竹セツ :文部事務官に任官 (昭39.7.1)

⊂附属病院コ

教授 内藤益- :病院長に就任 (昭39.7.16)

⊂診療部コ

明石和子 :

松田富子 ･

文部技官

主任看護婦

文部技官

文部技官

文部技官に採用 (昭39.7.1)

鈴村かなゑ :文部技官に採用 (昭39.3.1)

鈴村かなゑ :退職 (昭39.3.31)

西川澄子 :退職 (暗40.1.15)

広橋俊子 :退職 (昭40.1.15)

森田美代子 ･星野好江 :退職 (昭39.12.31)

学 位 授 与

池田宣昭 :結核化学療法剤の毎田投与法と間歓投与法との効果比較に関する試験管内実験的研究 (昭39.

3.23,医博第155号)
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中島 道郎 :結核菌感染に対する家兎 AlveolarMacrophageの抵抗性に関する組織培養的研究 (昭39.

12.25,医博第156号)

大道 重夫 :ウレタン腹腔内注入によるマウスの実験的肺腫癌の形態学的研究 (昭39.6.23,医博第138号)

引間 啓砧 HistochemicalStudiesonDehydrogenasesandDiaphoraseswithspecialReference

totheirSpecificity(昭39.6.23,医博第162号)

大城 盛夫 :遅延型皮膚アレルギー感受性の受身伝達に関する研究 (昭40.3.23,医博第174号)

吉原 宣方 :現行結核菌耐性検査法に就いての吟味 (昭40.3.23,医博第184号)

久世 文事 :結核化学療法剤としてのオル トアミノフェノール ･メタンスルフォン酸ソーダ (SOM)に関

する生体実験 (昭40.3.23,医博第185号)

山中 健一-:オル トアミノフェノール ･メタンスルフォン酸ソーダ(SOM)の試験管内抗結核菌作用に関

する研究 (昭40.3.23,医博第186号)

永野 琴子 :発癌と制癌に及ぼす結核の影響に凋する実験的研究 (昭40.3.23,医博第187号)

結核研究所行事

◇昭和39年度結核研究所学術講演会 (昭40.1.9) (前掲)

亡講 演コ

1) 長石忠三 ･岡田慶夫 :肺癌のリンパ行性転移に関する2,3の問題

2) 安平公夫 :肺における属平上皮癌の実験的発生

3) 峰下錬雄 :男性ホルモン依存性のマウス乳癌について

4)大島駿作 :健康人尿中の抗結核菌性因子について
5) 小林 裕 :BCGワクチンの経口接種について

6) 白石正雄 :免疫学,ことに結核免疫学における2,3の問題

7) 内藤益- :SM･PAS･INH無効肺結核の化学療法

〔討 議〕

『今日の問題---深刻化しつつある耐性菌問題』

司会 植田三郎 話題提供 香川輝正,津久間俊次,中井 準

◇結核研究所繰合談話会

第99回 (昭39.5.28)

1. 肺気腫合併肺結核の心肺機能 久野健忘 (外科学)

2. 薬学者の見た東南アジア 木村康一 (京大薬学部)

第100回 (昭39.ll.19)

1.Transferfactorについて 克 孝英 (内科学第2)

2. 遺伝的に規制された血清補体成分 間門長保 (病態生理学)

第101回 (昭40.2.18)

1. 胸腺の生理と病性 安平公夫 (内科学第 2)

2. 第8回国際胸部疾患会議に出席して前川暢夫 (内科学第 1)

2. ラテンの国々 内藤益- (内科学第1)


